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すべて の生命 を もつ存在は死ぬ運命 にある。生 きるこ ととは死へ向 けてのプロセ スで ある とさえ言 う

ことがで き る。 その ような中で人 間の死 を特徴付 けるの は、人間はただ死 ぬだけで な く、死ぬ とは どの

ような ことか、 また そこか ら反照 して生 きる とは どの ような こ とか考 えずにはい られない とい うことで

あ る。言 い換 えれ ぼ、人間は死生観 を もち、 自他の死 をめ ぐる振 る舞 いは、 このよ うな死生観 の影響 を

多かれ少 なかれ受 けざるを得 ない。

一方、 このよ うな死生観は文化 的な多様性 をもつ。 とりわ け、いわゆ る霊魂観 に関 し、霊魂 の有無や

数、 肉体 と霊魂の関係 、死後 における霊魂 の行方 な どの点 において、世界 の各地 にバ ラエテ ィ豊 かな観

念が分布 して いるこ とは、 これ まで の宗教学、文化人類 学な どの業績 に明 らかで ある。 この ことは、先

述 の ごとく、死 をめ ぐる実践 の形態 に も多様 なバ ラエテ ィを もた らしている。 とりわ け死者、遺体 をい

かに扱 うか、 とい う問題 には このよ うな死生観が最 もナイー ブな形で 関わって くる。具体 的にいえぼ、

遺体 の処理 の仕方、葬送儀礼 のあ り方 は、 当事者たちの もつ死生観が最 もよ く反映 された部分 であ ると

いえ るので ある。

また、 このよ うな死生観や死者儀礼 のあ り方が、宗教 と深 いかかわ りを もつ とい うことは、 いまさ ら

繰 り返す必要 もないであ ろう。 とりわけ、仏教や キ リス ト教、 イスラーム といった、比較 的整備 され た

教義体系 を持つ宗教 にあって、死 の問題 は宗教上非常に重要 な主題 として集 中的 に教義 や実践形態の整

備普及が進 め られて きた分野 である。 そ して これ らの宗教 は、布教 ・伝道活動 を通 して、世界 の各地 に

それ ぞれ の死生観 な り死 にまつわる実践形 態な りを伝 え、根付 かせ る試み を今 日なお続 けている。

この ことか ら生 じて くる問題 として、 それぞれの社会 にあって歴史 的に形成 され、再編 を くりか え し
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なが ら伝承 されて きた 「伝統 的」(以 下 では煩項 とな るこ とを避 け るため 「」をつ けずに用 い る)死 生観

や実践 と、布教 ・伝道 に よって もた らされた それ ら とがいかに して関 わってい るのか とい うことが ある。

両者が説 くところの死 生観や提 唱す るところの実践の形 態はほ とん どの場合一致せ ず、場合 に よって は

厳 し く対立す るか らであ り、 このよ うな中で前述の ような宗教 に帰依 した者たち は時に深刻 な葛藤の中

に身をお くこ となる。 しか し、 この ような状況の中で も人は死 ぬ。死 ねば、何 らかの形 でその人 を葬 ら

なけれ ばな らない。本研究 は、 キ リス ト教 を受容 したアジアにおける二つの社会 を題材 に して、 この よ

うな死者儀礼の場面 においてキ リス ト教的死生観 と伝統 的死 生観が いか なる関わ りにあ るかを比較検討

する試みで ある。

従来、宗教学 にお いて この ような問題 は、「シ ンクレティズム」とい う枠組みで捉 えられて きた。 それ

らに対 して、本研究 の特色 は次 のよ うな点 にある。 まず、対象 を死者儀礼 に限定 し、その実践 において

キ リス ト教的な もの と伝統 的な ものが いか なる形で関わ りあってい るのか を詳細 に明 らか にす る点で あ

る。 この ようにす ることに より大局的 な視点か らの類型化 に よって見落 とされがちな側面 も研究 の視野

に入れ るこ とがで きると考 え る。 また、比較 とい う方法を取 り入 れ、 アジアにお ける二つの社会 を題材

に選 んだ こ とも本研究 の大 きな特色で ある。 キリス ト教世界 においては どち らか といえば周縁 に属す る

この二っ の社会 を比較 す るとい うことは、 「正 しい」(欧 米 の)キ リス ト教対 「逸 脱 した」キ リス ト教 と

い う対比で論 じられがちで あった これ までのシ ンクレテ ィズム論 に対 し、欧米の キリス ト教 もそれ以外

のキ リス ト教 もそれぞれが対等 な 「多様 なキ リス ト教 」の一 つのバ ージ ョンで ある とす る見方 を導入 す

る手がか りを与 えて くれ るもので あるように思われ る。

本稿で とりあげるバ タックのク リスチ ャン社会 と日本 の クリスチャン社会 は、 ともに キリス ト教 の歴

史 において は周縁地域 といえ るアジアに位置 し、ほぼ同時期 の19世 紀後半 に欧米 か らの宣教 師が本格的

に活動 を開始 した とい う共通点 を持つ。 また、両者 は ともに祖先崇拝 の信仰お よび、それ と深 く結 びつ

いた社会 ・親族 システムを持 ち、 キ リス ト教の受容において この ことが非常 に大 きな問題 となってきた

点 も同様で ある。

しか しこの ような共通点 の一方で、両社会ではキ リス ト教 の受容 され方 に非常 に顕著 な相違点 も存在

している。な によ りまず、バ タ ックにお ける伝道活動 は伝道史上 まれ に見 る とまでいわれ る成功 をおさ

め、 その大半が今 日ではク リスチャン とな ってい るのに対 し、 日本 における伝道 活動 についてはその信

者数 だけをみれ ば成功 した とは言 いがたい状況で ある。 また、旧来 の文化 とキ リス ト教 的文化 を どのよ

うに して関係 付 けてい くか とい うや りかた について も、両者 の間 には大 きな違いが存在 してい る。

このように、両社会 はキ リス ト教 の受容 に関 して多 くの共通 点を もちなが ら、今 日の状況 を見 ると大

きな違いが存在 してお り、両者 の比較 は、 アジア におけ るキ リス ト教 の受容 とい う問題 を検討 する上で

非常 に大 きな意義 を持 つ と考 え られ る。

人 口数百万のバ タックと日本 とい うの は、集団の規模 とい う点で比較の母集団 としては、適切 さを欠

くので はないか、 とい う指摘が なされ るこ とが当然予想 され る。 しか し、 イン ドネシアは、1945年 には

じめて統一国家 としての まとま りが成立 し、イ ン ドネシア語 が公用語 として普及 したの もそれ以後の こ

とにすぎない。 それ以前は基本 的に言語 も社会 ・文化 システム も異 なった多様 な集団がイン ドネ シア各

地 に分散 して生活 していたので ある。 キ リス ト教の受容 が とりわけ19世 紀の後半 か ら20世 紀 の初頭 にか

けてお こなわれた こ とを考 え合 わせれ ぼ、 日本の ような文化 的 まとま りと比較 す る単位 として はイ ン ド

ネシア全体 よ りも、その ような集団 の どれか一っ をと りあげる ことが適切 であ ると思 われ る。 この よう

な理 由によ り本稿では、 日本 のク リスチャン とバ タックの クリスチャンを対象 として比較考察 をすす め

てい くことにす る。
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第一章 キ リス ト教受容史の概要

第一章ではバ タ ヅク社会 と日本社 会 にお けるキ リス ト教の受容 プロセスを時間軸 に沿 って整 理 し、そ

の比較 を試みた。両社会共 に、 キ リス ト教 の受容 は19世 紀半ぼ過 ぎで、欧米社会 との本格的な交流 開始

と共 に始 まってい る。バ タ ック社会 で は、 スマ トラにお けるオ ランダの影響力拡大 を背景 に、1861年 に

はじまる ドイツの ライン宣教会(RMG)の 布教活動 に よってキ リス ト教が受容 された。 また、日本 では、

16世 紀 のカ トリックを別 にすれ ば、やは り同時期 の幕末か ら維新 にか けての鎖 国政策の転換 が キ リス ト

教受容 の大 きなきっか け となってい る。 その後バ タ ック社会で は、第二次大戦 によ り欧米社会の影響 力

が低 下す る中、バ タック主導 の民族教会HKBPが 確 立 し、バ タックの大半が キ リス ト教 に改宗 してい く。

そして戦後 になる と今度 は、他教派 の伝道活動や分派運動 によ り、教会 が多様化 して い く傾 向 を見せ る

ようになった。一方、 日本の キ リス ト教 も第二次大戦期 に、バ タック社会 とは全 く違 った政 治的理 由に

おいてではあ るが、 日本基督教団 とい う大 きな教団へ とま とまった。 しか し特 に戦後 にお けるその伝道

活動に も関わ らず、結局 日本社会 においてキ リス ト教が全 面的 に受 容 されている とは言 いに くい。 この

点はバタ ック社会 と日本社会の大 きな違 いで ある といえる。

第 二章 社会構造の比較

第二章 では、バ タ ック社会 と日本社会 の社会構造の比較考察 を、 それぞれを特徴付 けるダリハ ンナ ト

ル制度 とイエ制度 を中心的 に とりあげつっ お こなった。バ タック社会 ではマルガ と呼 ばれ る父系の出 自

集 団が社会関係 において最重要の まとまりをなす。 しか しバ タックの社会構造 を特徴付 けるの はこの よ

うないわば タテの関係 に加 えて、姻族集団 との ヨコのつなが りで ある。つ ま り、 自己の一族(suhut)

に対 し、妻 の与 え手集団(Hulahula)と 、妻 の受 け手集 団(Boru)に あた る人々 との関係が重要 で、

この三者 は常に心 を合 わせ協 力 してい くべ きもの とされ、鍋 を支 える三つの石(Dalihannatolu)に

た とえ られ るので ある。 とりわ けバタ ックの人生儀礼や その他 の慣 習法儀礼 にお いて はこの三者 間にお

ける象徴財、労力、現金な どの交換、中で も妻の与 え手集 団に よる主催者へ の祝福(Pasupasu)が 不可

欠であ る。一方、 日本社会の構造 を考 え る上で最 も重要な ま とま りはイエで あろう。イエはその成 員 と

い う面か ら見れ ば、マルガ と異なって出自原理だ けで結 ばれた集 団ではな く、非血縁者 も含 む複雑 な性

格 を もつ。 そ して 生活 的な機能 と並 んで祖先崇拝 の ような宗教 的機 能 の担 い手で ある こ とが重要で あ

る。 また歴史的変遷 をた どる中で、 明治 の家族国察観 に顕著 であ るように、家族範囲か ら、集落 、国家

とイエ的機能 を担 った集団が個 人を重層的に包 み込む入れ子細工的社会構造 が 日本の社会 には成立 した。

クリスチ ャンの人間関係を見て も両社会 には違いが見 られ る。現在 のバ タ ック社会で は地縁 、血縁 、

職縁等 に基づいた キ リス ト教的同信組合が人間関係の構 築維 持 に関 して重要 な役割 を果た してい る。 こ

れ らは クリスチャンで あれば教派 を問 わず に成員 とな るこ とができ、月に一一度程度 の祈祷 会 と儀礼 にお

け る相互扶助 をお こなってい る。 これに比べ、 日本の ク リスチ ャン問の人間関係 は、 それぞれの教会 を

単位 とした ものが ほ とん どで あ り、教派間、教会間での ものはあ ま りみ られない。

第 三章 霊魂観

本章 は二つ の部分か らなる。 まず最初 の部分で は両社会の伝統 的霊魂観 を とりあげ、 それ らとの対比

でキ リス ト教的霊魂観 に言及 した上 で、 それ らを比較 対照 した。バ タ ックの伝統的 な霊魂観 では、生者

は トンディ(tondi)と い う霊魂 を もっが、死 と共 にそれ はべ グ(Begu)と い う死霊 に変わ る とされ る。

このべグは生者 に対 し良 い影響 ばか りではな く、 む しろ病気 な どの悪 い影響 を もたらす存在 と考 え られ

て い る・ しか し子 孫 が そ の数 の多 さ(Hagabeon)経 済 的豊 か さ(Hamoraon)そ して社 会 的名 声
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(Hasangapon)を 達成 し繁栄 す るこ とで、ベ グは死者 の世界で次第 にその地位 を上げ、終 には子孫 た

ち に よ る改 葬 儀 礼(MangonkalHoli)を 通 して ス マ ン ゴ ッ ト(Sumangot)あ るい は ソ ンバ オ ン

(Solnbaon)へ と祀 り上 げ られ、子孫たち を守護 す る存在 に変わ る と考 え られ る。 日本 にあって も、バ

タック と同様 に死 と共 に肉体 を離れ る霊魂 の存在が信 じられて い る。 また、死者 の霊 が段 階 をふ んで

「祖霊化」の プロセス をた どることが知 られ、 これが生前 にお こなわれ る人生儀礼 とパ ラレルな構造 を

持 つ ことが指摘 されてい る。 しか しその祖霊化 のための要件 として 日本では子孫 たちによる 「供養」、と

りわけ決 め られた年忌 におけ るそれが重要であ る とされている点 はバ タックと大 き く異 なる点であ る。

次 に両社会 にお けるクリスチャンの霊魂観の実態を明 らか にす るた めにお こなった、 クエ ッシ ョネ ァ

法 に よる調査結果の分析 をお こなった。その結 果霊魂観 に関 して言 えば、その所在や扱 いをめ ぐって、両

社会の クリスチ ャン共 に伝統 的な考え方 とキ リス ト教的な考 え方の間で揺れ動いていることが分 かった。

第 四章 葬儀

本章で は、バ タック社会 と日本社会 にお けるクリスチャンの葬儀 の形態 に関す る比較考察 をお こなっ

た。ただ し、 日本社会 において現在 ク リスチ ャンが非常 にマイ ノ リテ ィであ ることを考慮 し、 日本 の事

例 に関 して は伝統 的な葬儀形態 とク リスチ ャンの葬儀形態 の双方 を とりあ げることとした。 また、一般

的 な儀礼の手順 の記述 に加 え、 よ り実態に即 した考察 をおこな うため、両社会 において い くつかの具体

的事例 を とりあげて検討 した。

現在のバ タック社会 におけるク リスチ ャンの葬儀 にあって は、慣 習法的な式 とキ リス ト教的な式 とが

峻別 され、並存 してい る。 その大 まかな流れ は次の通 りで ある。① 弔問、準備。葬儀 は通常死後数 日を

経 てか らおこなわれ るが、 その間 も死者 や家族 が所属 する多様 な機 能集 団、 とりわけ上述の同信組合 の

弔問客が家を訪 れ る。 その場合、 キ リス ト教 式の祈 りや賛美歌 を中心 とした簡単 な式が おこなわれ る。

またこの時期 に主要 な親族で儀礼 の大枠 を決定 す るパ ンガ ラポタン(Pangarapotan)も お こなわれ る。

②埋葬当 日。A.埋 葬 前の慣 習法的葬儀。 まず は、参列 した多様 なi妻の与 え手集団(Hulahula)が 、死

者 あ る いは そ の親 族 に ウ ロス(Ulos)と 呼 ばれ る特別 な布 の贈 与 や 踊 り(Tortor)を 通 して祝 福

(Pasupasu)を お こな う。 その後 出棺儀 礼(Maralaman)が お こなわれ、庭 に運び出 された遺体 の頭

側 に米 と7種 類 の植物 を入れたか ご(Sijagaron)が おか れ、その周 りで参列者た ちが集団 ご とに順番 に

踊 る。B.キ リス ト教 的な式。 その後、自宅 あるいは教会 で、キ リス ト教 的な式が お こなわれ る。 この式

で は、牧師の説教、賛美歌、祈 りな どがお こなわれ る。 その後遺体 は墓地 に運 ばれ、埋葬 された後 、牧

師 の導 きの もと簡単 な式がお こなわれ る。C.埋 葬後 の慣 習法的儀礼。埋 葬後 には近 い親戚 だ けが遺族

の家 に集 ま り、死者 の配偶者 を対象 とした二つ の儀礼がお こなわれ る。一 っは儀礼の間、死者 の配偶者

の頭 をおおっていたツヅン(Tudun)と い う布 を脱がせ る儀 礼で ある。 これはかぶせ るこ とも脱が す こ

とも、妻 の与 え手集団 に属す る人 によってお こなわれ る。 もう一 つは、死者が女性であ る ときにだけ、

財産分けの儀礼 ウンカ ップ ・ホンブン(UngkapHombun)が お こなわれ、女性の親 族が夫 に財産 の分

与 を要求 す ることがで きる。③埋 葬当 日以降。埋葬の翌 日、遺族 は墓 に もどり、前記のシジ ヤガ ロンに

含 まれていたオ ンプ ・オンプ(Ompu-ompu)と い う植物 をそ こに植 える。埋 葬後 三 日目か ら十五 日目

まで、様 々な親族が遺族の家 を、料理 を持 って訪れ、小 さな儀礼 がお こなわれ る。 これ はその料理 の名

前 を とって、 「苦 い もの」シバエ ッ トパ エ ッ ト(Sipaetpaet)と 呼 ばれ る。

日本 の葬儀 は、地域的 にあ るいは死者 や遺族 の宗教 や信条 に よ りその形態 に違いがあ り一概 には言 え

ないが、類型 的に見て、通夜、葬儀 、火葬、供養 の四つの部分か らな ると考 えて よい と思われ る。①通

夜。かつては家族や近親者 が死者 と最後 の夜 を過 ごす儀礼で あった。 しか し現在で は、遺族 と関わ りの
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ある多 くの人々が参列 し、哀悼の意を表す式 となり、時間 も夜の十時には終了することが多 くなった。

通夜では食事や酒や茶菓子が振舞われ、読経や玉串の奉麓などもおこなわれる。②葬儀。通夜の翌 日、

火葬 と同じ日におこなわれる。火葬終了後に葬儀がおこなわれることも近年では多い。 この部分は最も

直接的に僧侶などの宗教者が介入し、宗教や宗派によってその内容が大きく異なる。③火葬。出棺式の

のち、遺体は霊枢車で火葬場 まで運ばれ、棺ごと焼かれる。その間、炉の前には花が飾 られ、線香がた

かれる。一時間ほどで火葬が終わると、竹で作 られた箸を用い、二人一組になって会葬者は遺骨を拾い、

骨壷におさめる。骨壷は白木の箱におさめられ、遺族はそれを家に持ち帰って、仏壇前の白布をかけた

小机の上に位牌、遺影 とならべて安置する。火葬場からそのまま墓へと埋葬することもあるが、このよ

うに家に持ち帰ることも多 く、その場合後日改めて埋葬がなされる。④供養。死後七 日目(初 七日)よ

り四十九日まで七日ごとに死者に対す る供養がおこなわれる。その後 も、春 と秋の彼岸、盆、命日な ど

には死者に対する供養がおこなわれる。

日本のクリスチャンの葬儀 もこのような伝統的な形態 と外見上は多 くの共通点をもつ。クリスチャン

の葬儀の一般的な形 としては、①通夜式②出棺式③葬儀式④火葬式⑤埋葬式 といった順番でおこなわれ

る。これ らは、先 に説明した伝統的な葬儀のスタイル と大きく異なるものではない。 もちろん、それら

の意味づけは大きく変えられ、死者への崇拝や供養に関わる部分は慎重に排除されている。また、埋葬

後の死者 との関わ りたついても、 もちろん死者祭祀ではな く遺族の信仰強化のためという留保の上でで

あるが、かつては埋葬後三 日目、七日目、三十日目に祈 りの集いがおこなわれ、現在でも墓参 りをする

習慣がある。

第五章 ク リスチャン墓地

本 章では、バ タック社会 と日本社会 にお けるクリスチ ャン墓地 の形態 を、墓石の形状や そこに記 され

た言葉や象徴 な どに注 目 しなが ら比較 し、両社会 におけるキ リス ト教受容 のあ りかた を比較考察 す る。

バ タックの墓 には二種類 あ り、 まず、死者 は個人墓 に土葬 される。 その後、数年 か ら十数年後、 その

遺骨は掘 り返 され、一定範囲の出 自集団に よっ.て合葬墓 に保管 され る。後者の合葬墓はかつて集落 内に

作 られて いた遺骨 の保管小屋(Parholian)に 由来 し、セメ ン トや 陶器 が用 い られ るよ うになってか ら

はタンバ ック(Tambak)と 呼 ばれ るよ うになった。多 くの親族 を集 め大規模 にお こなわれ る改葬儀礼

ともども、この よ うな改葬 の習慣 は、キ リス ト教 の側 か ら異教的で ある として攻撃 の対象 となっている。

しか し今 日で もなお、多 くのバ タックは この ような習慣 を捨てず にいる。 これ らの うち、本章 でデータ

として と りあげるのは、前者の個 人墓の方 であ る。

本章 で とりあげ るのは、 メダン市内の公営墓地 にあるク リス チャン・バ タックの個人墓312基 と、 日本

の仙 台市北 山ク リスチ ャン墓地 の277基 であ る。キ リス ト教 的 な象徴 に関 していえば、十字 架が刻 まれ

た墓石 の割合 をみ ると、バ タ ックが一例 を除いたすべ てに見 られ たのに対 し、日本で は48.73%(277基)

であった。一方、聖書の語句が記入 された墓 はバ タ ック社会で24.6%(78基)、 日本で は29.6%(82基)

であった。バ タ ックの墓 にみ られ るキ リス ト教以外 の象徴 として は、子や孫(子=17.0%、 孫=40.1%)

の名 前、学歴(12.3%)や 職業(3.7%)な ど、現世での成功 を誇示す る目的を もった ものが 目立つ。一一

方 日本 のク リスチャン墓地では、家紋(48.3%)、 香 炉(29.6%)な ど、かってイエ観念や祖先崇拝 と結

びついていた象徴が比較的多 く見 られた。

結論

本論 では クリスチャン社会 をバ タック社会 と日本の社会 において比較 す ることを試 みる。 そこには3

一274一



っの要素、つ ま り、 日本 の葬儀 の考 え方 とバ タックの葬儀 の考 え方 とキ リス ト教 の教義的 な葬儀の考 え

方が含 まれ る。 そして 「キ リス ト教的 とバ タ ック的な ものの混清 した葬儀」 と 「キ リス ト教的 と日本的

な ものの混清 した葬儀 」のそれ ぞれ の二つの文化混清の形 態の違 いを明 らか にす るのが ここでの 目的で

あ る。

そのためにここでは、伝統 的要素 とキ リス ト教的要 素の混清 の仕方 に五っの形態 がある と仮定す る。

つ ま り 「付加」、 「削除」、 「重複」、 「部分選択」、 「全選択 」である。

1)付 加

「伝統的な文化 に欠 けてい る要素 を伝来の文化か ら取 り入れ る」形態で ある。

a.バ タック

ー葬儀

ク リスチ ャンバ タックの死者儀礼で は、伝統的な葬儀 もクリスチャン的 な葬儀 も両方行 なわれ る。葬

儀 の一連の流れで は、先ず伝統 的な葬儀 を行 ない、その後 キ リス ト教的 に行なわれ る。伝統 的な儀礼で

は、 ダ リハ ンナ トルにあ るフラ フラの考 え方が優 先 され る。 そ して、 キ リス ト教 的な葬儀 の時 には牧師

の指導が優 先 され る。つ ま り、時間 と場所 によって伝統 的儀礼 とキ リス ト教的儀礼 が分離 して両方行な

われ る。 そのため、今 までの伝統的文化 に伝来の文化 が 「付加」 され ている と言え る。

一墓

ク リスチ ャンバ タックの墓 には、伝統的 な現世的成功 に関する価値観の象徴 が見 られ るが、 それ とと

もにキ リス ト教 の象徴 も見 られ る。つ ま り 「付加 」の形 態である といえる。

b.日 本

一葬儀

キ リス ト教葬儀 は牧 師が導 く。信徒 としての遺族 は、牧 師の導 きあるいは教会の規則 に任せ ることと

なる。 したが って、キリス ト教 的な葬儀か伝統的 な葬儀かの二者択 一を迫 られ るこ ととな り、「付加 」の

機会が ない。

一墓

日本の クリスチ ャンの墓 には、「付加」が しば しば見 られ る。例 えぼ、墓 を構成 す る装置や そ こに記 さ

れた要素 においてであ る。 ク リスチ ャンの墓で は、香炉 と家紋 を十字架 と聖書 の一節 を一緒 に付 ける事

が多々 ある。 これは、 「付加」 の形態で ある。

2)削 除

「伝来の文化に合 っていない伝統的 な文化 を消滅 させ る」形態 である。

a.バ タ ック

ー葬儀

バ タックの葬儀 には、「削除」的な形 態は見 つか らない。マガ ン ドウンと言 う泣 き方 も、現在 まだ続い

てい るが、執行 され る時間だ けが変わ って、参列者 が来 る前 の早朝 になってい る。

一墓

ク リスチ ャンバ タックの死者儀礼 において は、 タンバ ックとい う伝統的な改葬墓 は もともとは死霊の

位 を高め る目的であった。 しか し、現在 は信仰 としての意味が希薄化 し、捧 げ物 を与 え ることが見 られ

な くなった。 これ は、子孫が キ リス ト教化 し、以前の信仰が消 えて しまった と言 うことで あろ う・ その

場面 に 「削除」が見 られ る。

b.日 本

一275一



一葬儀

日本の クリスチ ャンの葬儀で は、死霊崇拝 に関する ものだけを消滅 させ、あ との 日本 の習慣、例 えば

参列者の扱い方や遺族 の ところへ持 ってい く手当(香 典)と 挨拶 の仕方 は伝統 的なや り方 そのままを踏

襲す る とい う面 で 「削除」が見 られ る。

一墓

日本 の クリスチ ャンの墓 には伝統的な物 を使 わず、新伝来 の文化の印だ けを使 うもの もある。十字架

や 『聖書 』の文章 を記入す るこ とがその例 であ る。

3)重 複

伝統 的な文化 と新伝来 の文化 を両立的に使 う形態。

a.バ タ ック

ー葬儀

バ タックの葬儀式 では、 キ リス ト教 的な葬儀 をす る前 にまず遺族宅で伝統 的な葬儀式 を行 な うのが普

通であ る。 この ように、一人の死者 に対 し伝統 的な葬儀 とキ リス ト教的な葬儀 の二種行 なわれ、 「重複 」

が確認 され る。

一墓

ク リスチ ャンバタ ックの墓 には伝統 的な要素 だ け見 られ る。死霊 崇拝の象徴 は、ガジ ャマ ダク リス

チ ャン墓地で見 ることがで きなかった。

b.日 本

一葬儀

日本 の葬儀式で は、 キ リス ト教的な葬儀 を選ぶ と牧師が指導す るので、キ リス ト教 に反す る伝統的な

葬儀 は禁止 され る。 そのた めに 「重複 」の形態 は 日本 のク リスチ ャンの葬儀 には見 られ ない。

一墓

日本 の クリスチャンの墓 には、伝統 的な もの もキ リス ト教的な もの も両方一緒 に付 けるこ とが多々見

られ る。

4)部 分選択

意 味は 「伝統 的な文化が半分 と新伝来文化が半分、 あるいは互い にあ る部分 を取 り入れ る」 といった

形 態で あ る。

a.バ タ ツク

ー葬儀

バ タ ックの葬儀 には 「部分選 択」の形態が見 られ ない。 なぜな らニカ所 で行 なわれ るので、 アダ ッ ト

の伝統 的な葬儀 には牧師の監督がい らないか らで ある。他方、教 会での葬儀 の時 には牧師の主導に よっ

て行 なわれ るので、 ダ リハ ンナ トルの社会 の組織 は使用 されない。

一墓

クリスチャンバ タ ックの墓 には クリスチ ャンの印 も、伝統的 な印 も見 られ る。つ ま り、「部分選択」の

形 態が見 られ る。

b.日 本

一葬儀

日本 の クリスチャンの葬儀 式には、部分選択 の形態が見 られ る。葬式 には 日本的な人間関係 をふ まえ

た上で、死者 と生者の関係 の部分 において はキリス ト教 的な考 え方が使用 され る。 ここには 「部分選択」

の形態 が見 られ る。
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一墓

日本 のク リスチ ャンの墓 には、家紋 と十字架を付 けたものが、香炉 と 『聖書』の文章 を記入 した もの

よ り多 く見 られ る。 ここには、日本 の クリスチャンの墓 が 「部分選択」の形態 を もつ こ とを示 してい る。

5)全 選択

意味 は 「伝統的な文化か あるいは新伝来の文化 か一つ選ぶ」 という形 態であ る。

a.バ タック

ー葬儀

バ タックの葬儀 に は、全選択の混清 は見 られない。葬儀 にも墓 にも伝統 的要素 とキ リス ト教的要素が

見 られ る。

一墓

クリスチ ャンバ タックの墓 には、 キ リス ト教の象徴 以外 の伝統的な文化影響が確認 され る。っ ま り、

「全選択」の形 態が見 られ ない。

b.日 本

一葬儀

日本の クリスチ ャンの葬儀で は、 まず最初 にキ リス ト教的 な葬儀 か、 あ るいは伝統的な葬儀 かを決 め

る ことにな る。現在 の牧師 の考 え方では、出来 るだけ伝統的 なもの を使 わない ように とい う努力が見 ら

れ る。 それゆえ、 キ リス ト教的な葬儀 には 「全選択」的 な混清が見 られ る。

一墓

日本の クリスチ ャンの墓 には、 日本の伝統 的象徴、 あるいはキ リス ト教 だけの象徴 を付 ける墓 も見 ら

れ る。つ ま り、 「全選択」 の混清の形 態 は日本 の墓 に見 られ る と言 うことである。

以上の考えを図示 す ると次の よ うにな る。

付 加 削 除 重 複 部分選択 全選択

バタック 葬儀

墓

有

有

無

有

有

有

無

有

一

一

無

無
一

一

日本 葬儀

墓

無

有

有

有

無

有

有

有

有

有

以上、 日本 とバ タ ックの ク リスチ ャンにお ける葬儀 をシ ンクレテ ィズム と言 う視点か ら比較 して み

た。 その結果 として次 のよ うな こ とが言え るであろ う。

1.バ タック と日本 との対照が最 も際だったのは「全選択」であ り、バ タ ックにはそれが全 く見 られ ないご

2.バ タックでは 「付加」 「重複」の形態が葬儀 に も墓 に も見 られ たのに対 し、「削除」 「部分選択」は葬

儀 には見 られなか った。

3.そ れ と対照的 に 日本で は 「削除」 「部分選択」の形態が葬儀 に も墓 に も見 られ るが、 「付加」 「重複」

は葬儀 には見 られ なか った。

全体 として見れ ば、既 に社会構造 や霊魂観 の比較 の箇所 で指摘 した ように、バ タック社 会ではキ リス

ト教 に重心 を置 きつつ伝統 と共 存 してい く傾 向が見 られ るが、 日本社会で は両者が対立 した まま、墓の

場合の ように並存 した り、葬儀 の場合 の ように二者択一 を迫 ってい るのが現状で ある と言 え るだろ う。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、 キ リス ト教 を受容 したアジァにお ける二 っの社会 を事例 として、キ リス ト教 的死生観 と伝

統 的死生観 との相克を実証 的に比較検討す る中か ら外来宗教受容 のあ り方 を解明 した、 これ まで の研究

史 に見 られない新たな試 みであ る。従来の宗教 学では、 この ような問題 はシンクレテ ィズムの枠組 みの

中で捉 え られ る傾 向が高 かったが、 この論文 はそれに対 して まず、分析対象 を死者儀礼 に限定 し、 その

実践 を見てい く中か らキ リス ト教的 なもの と伝統 的な もの との絡み合 いを解 きほ ぐして明 らか に した点

に特色 をもつ。 キリス ト教教義で は、一神教的考 え方 か ら死者 に祈 る ことはあ り得 ないが、 キ リス ト教

受容以前のバ タックも日本 も死者が子孫の祭祀対象 とな る文化 をもっていた。 この ような外来宗教 の教

義 と伝統的宗教の価値観 とのジレンマの解消の仕方 に注 目した視点 は、従来行われてきたマクロな類型

化か らは見落 とされて きた側面 を浮 き彫 りにす ることに成功 して いる。 また アジアにおけ る二つ の社会

を題材 に比較研 究 した点 も、特色 の第二点であ る。すなわちアジァ社会 は、 キリス ト教 的世界か ら言 う

な ら周縁部 に位置す る社会 であるが、 ここにスポ ッ トを当て ることによ り、〈欧米 の 「正 しい」 キ リス

ト教 〉対〈 「逸脱 した」 キ リス ト教 〉 といった図式 の中で論 じられが ちで あった従来 のシンク レティズ

ム論 に対 し、いずれのキ リス ト教 も 「多様 なキ リス ト教」 の一バー ジ ョンで しかない とい う、価値 中立

的 な研 究視 角を確保 している もの といえ る。

本論文 は序論 と結論 を含 め、全体で7章 か ら構成 されて い る。

第1章 「キ リス ト教史 の比較」で は、バ タック社会 と日本社会 にお けるキリス ト教 の受容 プロセス を

時間軸 に沿って整理 し、 その比較 を試 み る中か ら共通点 と相違点 を明 らか にす る。両社会 のキ リス ト教

受容 の共通点 は、19世紀半 ば過 ぎの欧米社会 との本格 的な交流開始 と共に始 まった点で ある。しか しその

後の展 開にお き、バ タ ック社会で は、第二次大戦時 に欧米社会の影響力が低下 した ことを受 けてバ タ ッ

ク主導 の民族教会HKBPが 確 立 した ことでバ タ ックの キ リス ト教化が推進 された。 さ らに終戦後 には他

教派の伝道活動や従来 までの教派の分派運動が進 み、バ タ ックのキ リス ト教会 は多様化 しつっ教線 を延

ば していった ことが示 され た。 これに対 し日本 のキ リス ト教 も、第二次 大戦期 に政治 的理 由か ら、 日本

基督教 団 とい う大 きな教団へ とまとまったが、戦後 におけるその伝道 活動に も関わ らず、 ク リスチ ャン

は常 に全人 口の1%未 満で しかない 日本社会 におけるキ リス ト教 受容の状況が明 らか にされて いる。

第2章 「ク リスチャン社会の構造比較」 では、 まずバ タック社 会 と日本社会 の伝統的 な社会構造 の比

較考察 を行 い、 その結果 を踏 まえた上で のク リスチャンの人間関係 の比較 が まとめ られ る。バ タックの

伝統社会で はマルガ と呼 ばれ る父 系の出 自集団が、社会関係 において最 重要 のま とま りをなす。 しか し

彼 らの社会構造 の特徴 は、 この ようないわばタテの関係のみな らず、姻族集 団 とのヨコのつなが りが大

き く作用 して い るこ とを指摘 し、自己の一族(Suhut)に 対 し、妻の与 え手集 団(Hulahula)と 、妻 の受

け手集 団(Boru)に あた る人 々 との関係が、鍋 を支 える三っの石(Dalihannatolu)に 例 えられて重

要視 されている ことが論証 され る。一方、 日本社会の構造 を考 える上で最 も重要 なま とま りはイエ とす

る。イエはその成員 という面か ら見 れば、 マルガ と異 なって出 自原理 だけで結 ぼれた集団で はな く、非

血縁者 も含 む複雑 な性格 をもつ。 そ して生活的 な機能 と並んで祖先 崇拝 の ような宗教的機 能の担い手で

あ ることに要点が ある。 また歴史 的変遷 をた どる中で、明治の家族 国家観 に顕著 なように、家族範 囲か

ら、集落、国家 とイエ的機 能を担 った集 団が個人 を重層的に包み込む入れ子細工的社会構造 として成 立

していた ことを 日本社会の特徴 として指摘す る。以上の ような特徴 を持 ったそれ ぞれ の伝統社会 に入っ

た クリスチャンの人間関係 には、 当然大 きな相違が見 られ る。現在 のバ タ ック社会で は、地 縁 ・血縁 ・
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職縁 等に基づ いたキ リス ト教 的同信組合が・人間関係の構築 維持 に重要 な役割 を果た してい る。 この組

合 は クリスチャンで あれば教 派を問わずに成員 となるこ とがで き、 月に一度程度の祈祷会 と儀礼 におけ

る相互扶助 をお こなってい る。 これ に比べ、 日本 のクリスチ ャンの人間関係 は、 それぞれの教会単位 に

構築 される ものが ほ とん どで、教派 間、教会問 を跨 る人間関係 の構築 が希薄で あるこ とが明示 される。

第3章 「霊魂観の比較」は二つの部分か らなる。 まず前半では両社会 の伝統的霊魂観 を とりあげ、 そ

れ らとの対比で キ リス ト教的霊魂観 に言及 した上で比較検討がな され る。バ タ ックの伝 統的な霊魂観で

は、生者 は トンデ ィ(tondi)と いう霊魂 を もつ が、死 と共 にそれ はベグ(Begu)に 変 わ る。 このべ グ

は生者 に対 し良 い影響 ぼか りではな く、 む しろ病気 な どの悪 い影響 を もた らす存在 と考 えられてい る。

しか し子孫が その数の多 さ(Hagabeon)経 済 的豊:かさ(Hamoraon)そ して社会的名声(Hasangapon)

を達成 し繁栄す る ことで、ベ グは死者 の世界で次第 にその地 位 を上げ、終 には子孫た ちによる改葬儀礼

(MangonkalHoli)を 通 してス マ ンゴッ ト(Sumangot)あ るい はソンバ オン(Solnbaon)へ と祀 り

上げ られ、子孫た ちを守護す る存在 に変 わ ると考 え られてい る。 日本 にあって も、バ タック と同様 に死

と共 に肉体 を離れ る霊魂の存在 が信 じられ ている。 また、死者の霊 が段 階を経て 「祖霊化」の プロセス

をた どることが知 られ、 これが生前 にお こなわれ る人生儀礼 とパ ラレルな構造 を持っ ことが指摘 されて

い る。 しか しその祖霊化のための要件 として 日本で は子孫たち による 「供養」、とりわ け決 められた年 忌

におけるそれが重要で ある とされてい る点 はバ タ ック と大 き く異な る点であ る。後半で は、両社会にお

けるクリスチャンの霊魂観の実態を質 問紙 を用 いた調査結果の分析 の中か ら明 らかにす る。 その結果 、

両社会 のク リスチャンに とって、その霊魂観 は、 その所在や扱い をめ ぐって、伝統的 な考 え方 とキリス

ト教 的な考 え方 の間 を共 に揺 れ動 いてい ることが明 らか になった。すなわち、両社会 の伝統 的 な霊魂 観

は、キ リス ト教的 な枠組みの中では必ず しも適合せず、微妙な軋礫 を引 き起 こしているこ とが示 され る

のである。

第4章 「葬儀 の比較 」 は、バ タック社会 と日本社会 におけるク リスチ ャン葬儀 の比較研究 をフィール

ドワークを手掛か りに行 った章であ る。 とりわけバ タックの葬儀 に関す るこの ような研究 はイ ン ドネシ

ア内外 を通 じて ほ とん ど知 られてお らず、大変貴重 な研究 となってい る。 ここでは両社会 の伝統的な葬

儀形態 とそれ ぞれの ク リスチ ャンの具体 的事例 に基づ く葬儀 形態の比較 が記述 され る。現在のバ タック

社会 におけるク リスチ ャンの葬儀 にあっては、慣習法的 な式 とキ リス ト教 的な式 とが峻別 され、並存 し

てい る。 その大 まかな流れは次の通 りであ る。① 弔問、準備 。葬儀 は通 常死後数 日を経 てか らおこなわ

れ るが、それ まで の問 も死者や 家族が所属 す る多様 な機 能集団 の弔問客が家 を訪 れ る。同信組合 の場

合 、そ こで キ リス ト教式の簡 単な式がお こなわれ る。②埋葬当 日。(1)埋葬 前の慣 習法的葬儀。最初 に、

参 列 した妻 の与 え手集団(Hulahula)が 、死者 あ るいはその親族 にウロス(Ulos)と 呼 ぼれ る特別な布

の贈与 や踊 り 佃ortor)を 通 して祝福(Pasupasu)を お こな う。 その後出棺儀礼(Maralaman)が お

こなわれ、参列者た ちが集団 ご とに順番 に踊 る。(2)キ リス ト教的 な儀 礼。 自宅 あるいは教会で、 キ リス

ト教 的な式が お こなわれ る。 この式で は、牧師の説教、賛美歌、祈 りな どがあ り、その後遺体 は墓地 に

埋葬 され、 さ らに牧師の導 きの も と簡単 な式がお こなわれ る。(3)埋葬後 の慣習法 的儀礼。埋葬後 には近

い親戚 だけが遺族 の家 に集 ま り、死者 の配偶者 を対象 とした二つの儀礼がお こなわれ る。一つ は儀 礼の

問、死者 の配偶者の頭 を覆 っていた ツヅン(Tudun)と い う布 を脱がせ る儀礼 であ る。 もう一つ は・死

者 が女1生で ある ときにだ け、財産分 けの儀礼 ウンカ ップ ・ホ ンブン(UngkapHombun)が おこなわれ

る。③埋葬 当 日以降。埋葬 の翌 日遺族 は墓 にも どり、オ ンプ ・オ ンプ(Ompu-ompu)と い う植物 を植

え る。埋葬後三 日目か ら十五 日目まで、様 々な親族 が遺族の家 を、料理 を持って訪れ、小 さな儀礼、 シ

バエ ッ トパ エ ッ ト(Sipae七paet)が 行 われ る。
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これ に対 し日本 の伝統 的葬儀 は、地域や宗教 ・宗派 によ りその形 態 に違いがあ るが、構造的 にいうな

ら、通夜 ・葬儀 ・火葬 ・法事の四つの部分 か らなる。① 通夜。かつて は家族や近親者が死者 と最後 の夜

を過 ごす儀 礼で あったが、現在 で は、遺族 と関 わ りの あ る多 くの人々 が参列 して哀悼 の意 を表 す場 と

なってい る。食事や酒が振舞われ、夜 の十 時には終了す るこ とが多い。②葬儀。通夜の翌 日、火葬を済

ませ た後 にお こなわれ る ことが多 くなってい る。 この際 には僧 侶な どの宗教者が司祭す るが、宗教や宗

派に よってその内容が大 き く異な る。③火葬。出棺式の後、遺体 は霊枢車で火葬場 に運ばれ奈 毘 に付 さ

れ る。火葬 が終 わ ると、会葬者 は一 つの遺骨 を二人一組で拾い、骨壷 にお さめ る。骨壷 はその まま墓 へ

と埋葬 す ることもあるが、一端家 に持ち帰 ることも多 く、その場合後 日改 めて埋葬が なされ る。④法事。

死後 七 日目(初 七 日)よ り四十九 日まで七 日ご とに死者 に対す る供養 がお こなわれ る。 その後 も、春 と

秋の彼岸、盆、命 日な どには死者 に対 する供養がお こなわれ る。

日本 の クリスチ ャン葬儀 は、 この ような伝統的 な形 態 と外見 上の多 くの共通点 を もつ。 ク リスチ ャン

の葬儀 の一般的 な形 として は、①通夜式② 出棺式③ 葬儀 式④火葬式⑤埋葬式 といった順番でお こなわれ

る。 これ らは、上記の伝統的な葬儀 のスタイル と大 き く異な るものではない。 しか しそれ らの意味づ け

は大 き く変 え られ、死者への崇拝や供養 に関わ る部分 は慎重 に排 除されて い る。 また、埋 葬後 の死者 と

の関わ りにつ いて も、死者祭祀ではな く遺族の信 仰強化 のため とい う留保 の上で、かつて は埋 葬後三 日

目、七 日目、三十 日目に祈 りの集 いが おこなわれ、現在 で も墓参 りをする習慣があ る。

第5章 「墓 の比較」で は、バタ ック社会 と日本社会にお けるクリスチャン墓地の形 態を、墓石 の形状

や そ こに記 された言葉や象徴 な どに注 目 しなが ら比較 し、両社会 におけるキ リス ト教受容 のあ りかたを

比較 した。バ タックの墓 には二種類 あ り、 まず死者 は死後個人墓 に土葬 され る。 その後 、数年 か ら十数

年後 に改葬 され、一定範 囲の出 自集団 によって合 葬墓 に保管 され る。後者の合葬墓 はかって集落 内に作

られていた遺骨の保管小屋(Parholian)に 由来 し、セ メン トや 陶器 が用 い られ るようになってか らは

タンバ ック(Tambak)と 呼ばれ る ようになった。多 くの親族 を集 め大規模 にお こなわれ る改葬儀礼 と

もども、 このような改葬の習慣 は、 キ リス ト教の側 か ら異教 的である として攻撃の対象 となってい る。

しか し今 日で もなお、多 くのバ タックはこの ような習慣 を捨てず にい る。本章では、メダ ン市 内の公営

墓地 にあるク リスチ ャン ・バ タ ックの個人墓312基 と、 日本 の仙 台市北 山ク リスチ ャン墓地 の277基 の事

例分析 を行 った。十字 架が刻 まれた墓石の割合 が、バ タ ックで は一例以外の全 てに見 られたのに対 し、

日本 で は48.7%で 、 日本 のク リスチ ャン墓で の キ リス ト教 的表示 の割合 が少 ない こ とが明 らか にされ

る。 また逆 に、日本の ク リスチ ャン墓地で は、家紋(48.3%)、 香炉(29.6%)な ど、かって イエ観念や

祖先崇拝 と結びっいていた象徴が多 く見 られ ることが指摘 され、 キ リス ト教的影響 力の浸透度合 いの相

違が明 らか にされ る。

最後の 「結論」では、 クリスチャン文化 受容 のあ り方 を、 これ まで見て きた死者儀礼 を手掛か りに、

明 らか にす ることを試 み る。 そ こには3っ の要素、っ ま り、 「バ タックの考え方」 と 「日本 の考 え方」そ

して 「キ リス ト教の教 義的な考 え方」が含 まれ る。 そ して 「キ リス ト教的 とバタ ック的 な もの の混清」

と 「キ リス ト教 的 と日本 的なものの混清」 のそれ ぞれの二っの文化 混清の形 態の違 いを、伝統 的要素 と

キ リス ト教的要 素の混清 の仕方 に想定 した 「付加」、 「削除」、 「重複」、 「部分選択」、 「全選択」 の五つの

パ ター ンにおいて整理 す る。 その結 果、バ タック と日本 との対照が最 も際だ ったのは 「全選択 」のパ ター

ンで、バ タックにはそれが全 く見 られない点が特徴的で あった。 またバ タ ックで は 「付加」 「重複」の形

態が葬儀 にも墓 に も見 られたの に対 し、 「削除」 「部分選択」 は葬儀 には見 られ なか った。 それ に対 し日

本で は、 「削除」 「部分選択」 の形 態が葬儀 に も墓 に も見 られ るが、 「付加」 「重複」 は葬儀 には見 られな

か った こ とが明 らかになった。以上の分析 を通 じて、バ タック社会 ではキ リス ト教 に重心 を置 きつつ伝
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統 と共存 してい く傾向が見 られるのに対 し、日本社会では両者が対立したまま、墓の場合のように並存

したり、葬儀の場合のように二者択一を迫 っているのが現状であるとする。このような外来宗教の受容

構造の違いが、結果 としてバタックと日本 におけるキリス ト教の教線拡大に見 られる信者獲得の大きな

違いとなって表れているとする。

本研究は、アジアにおけるキリス ト教信仰の受容の問題を、宣教する側の視点 と言 うよりも、信者の

側に立っ、従来の研究には見 られなかった新たな研究視点からの試みである。筆者のもつ問題設定の斬

新さ、そして文献資料や聞き取 り調査資料のみならず、墓碑銘などに書かれた文字資料を駆使 しての論

述は、宗教学的研究の優れた研究成果 として結実 しており、今後の外来宗教受容の研究に貢献するもの

と言える。また丹念なフィールドワークにより得 られた資料を用いた成果のうち、 とりわけバタックの

キリス ト教受容に関するこの観点か らの研究成果 は、インドネシア国内はもちろん外国人研究者によ.っ

ても全 くなされてこなかった新たな分野を切 り開 くものであり、バタック研究の進展に寄与する非常に

貴重なもの と言える。

よって、本論文の提出者は博士(文 学)の 学位を授与されるに充分な視角を有す るもの と認められる。
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